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様式９                                

「富士見市男女共同参画プラン（第４次）（案）」に対する意見募集の結果について 

令和３年３月１５日 

人権・市民相談課 

意見募集結果及び寄せられた意見に対する市の考え方について、次のとおり公表します。 

ご協力に感謝申し上げます。 

【意見募集の集計結果】 

１ 意見募集期間 
令和  ３年  １月  ４日（ 月 ）から 

令和  ３年  ２月  ３日（ 水 ）まで 

２ 意見の件数          ３５件 

３ 意見提出方法 

ホームページ応募専用フォーム １１人 

郵送 ０人 

ファクシミリ １人 

直接持参 １人 

４ 反映状況 

Ａ 意見を反映し、案を修正したもの １５件 

Ｂ 既に案で対応済みのもの ９件 

Ｃ 今後の参考とするもの １１件 

Ｄ その他 ０件 

【募集意見】  （35件） 

No 意見概要 市の考え方 
反映 

状況 
1 ワークライフバランスを理解するための

基本として、№2「固定的な役割分担意識
の解消等」は個人事業主も責務があるた
め、担当課に産業振興課を加えて欲し
い。 

具体的な取り組み№62（新№63）「男女
の固定的な性別役割分担意識の是正と就
労環境等の整備や改善について事業主等
へ働きかけます。」について産業振興課
を担当課として位置付けておりますの
で、今後も引き続き取り組んでまいりま
す。 

Ｂ 

2 
 

市民一人ひとりが（市職員も含め）、当
事者意識をもって男女共同参画・ジェン
ダー平等について学び、具体的に自分の
言葉で語り、学んだことを自分の実践に
していくことのできる対話型（参加型）
の学習・研修の機会を採り入れてほし
い。 

本市では、市民ボランティアで構成され
る「男女共同参画推進会議」と市の協働
で講演会・セミナーの企画・運営を行
い、内容に応じて参加者が話し合う時間
を設けたセミナーを開催しております。
引き続き事業の PR を含め、内容の検討を
してまいります。 

Ｂ 
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3 №4「男女共同参画の図書を充実する」と
あるが、図書館で男女共同参画の書籍を
分かりやすく配置されるようになるの
か。そこに市の取り組み等の資料や DV に
関する資料も同時に見ることができると
良いが、いかがか。例えば、駅に近いみ
ずほ台コミュニティセンターの図書室の
一区画に男女共同参画の図書や資料が置
いてあるとよい。また、候補は鶴瀬西交
流センターやピアザ☆ふじみなど。 

書籍の展示については、男女共同参画週
間及び DV（ドメスティック・バイオレン
ス）防止週間の期間に図書館において実
施しております。また、公共施設にて、
県や市町のチラシ等の設置を行っており
ます。関連図書の展示については、ス
ペース等の関係で常設することが困難な
状況にありますが、引き続き、公共施設
を活用したより分かりやすい情報提供方
法について、場所を含めて検討してまい
ります。 

Ｃ 

4 №6「市の情報発信の際、男女共同参画の
視点に配慮する（イラストカット及び表
現等）」とありますが、「ふわっぴー」
を使うことに違和感があります。ジェン
ダーに敏感であって欲しいのと、性別を
男女で括りたくない方々に対しての配慮
も必要だと思います。イラストカット等
には多様性の視点から見ても市民が納得
できるものを使用することです。SDGs で
「だれ一人取り残さない」と掲載されて
いるため。 

市では、固定的な性別役割分担意識にと
らわれないよう、男女共同参画の視点に
配慮した情報発信を行ってまいります。
ご意見として参考にさせていただきま
す。 

Ｃ 

5 「基本目標Ⅱ【主要課題 1】施策の方向
（1）(2)」において、ハラスメント解消
に SOGI ハラスメントを明記していただき
たい。 
 
        （同様意見他 2 件） 

基本目標Ⅱの【主要課題 3】施策の方向
（1）多様な性への理解促進の中にあるよ
うに、性的マイノリティへの偏見をなく
すための啓発と環境整備を進めて参りま
す。ご意見を踏まえ、SOGI（性的指向・
性自認）に関するハラスメントについて
も記載します。 

Ａ 

6 
 

多様な性的指向・性自認などのアイデン
ティティを本人の了解を得ずに公にする
「アウティング」を防止するという文言
を加えていただきたい。また、学校の現
場でも具体的な配慮をしていただきた
い。 

№18 の各種ハラスメント防止のための意
識啓発において取り組んでまいります。
また、№40 の「性の多様性についての意
識啓発」の取り組みにおいて、教育委員
会とも連携してまいります。 

Ｃ 

7 
 

【相談体制について】 
電話対応に加えて、スマホ、パソコンに
よる E メール相談を開設し、市の広報誌
等でも周知する。 

E メールでの相談については、主に埼玉県
男女共同参画推進センターのインター
ネット相談をご案内しています。その
他、法務省インターネット人権相談等も
ありますので、様々な相談先について
ホームページや広報等で、今後も周知を
してまいります。 

Ｃ 

8 多様な性・多様な生き方を認める意識の
醸成について 
「性的指向・性自認」（SOGI＝ソジ）と
いう概念は、性的マイノリティでない人
も含み、すべての人が対象になるという
ことが、より分かる表現にしたほうが良
い。SOGI に関するハラスメントは性的マ
イノリティだけでなく異性愛者にも起こ
り得る。 

ご意見を踏まえ、「性的指向・性自認」
（SOGI＝ソジ）について、性的マイノリ
ティだけでなくすべての人が対象である
ことが分かるよう、記載します。 

Ａ 

9 
 
 

№40「性別に起因する偏見や固定観念等
による性的マイノリティへの理解」は事
業者の責務でもあるので、担当課に産業
振興課を加えていただきたい。仕事をす
る上でも取引関係との理解が大事であ
る。 

ご意見を踏まえ、№40 の取り組みについ
て「市内事業者向けの周知」を加え、担
当課に「産業振興課」を追加して記載し
ます。 

Ａ 
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10 
 

小・中学校教職員に、多様な性について
研修を行うとあるが、その先に中学生及
び小学生にも多様な性について教育する
機会を検討いただきたい。また、学生や
企業向け、地域の教員、その他大人向け
セミナーなど開催してはどうか。 

№40 の具体的な取り組みに基づき、児
童・生徒への教育について、実施に向け
て取り組みを進めてまいります。市民向
けの啓発については、男女共同参画セミ
ナーの中で、LGBT 等について取り上げる
など、性的マイノリティへの理解促進に
取り組んでおります。 

Ｂ 

11 
 

性の多様性の教育がしっかりされていな
いために、LGBT 当事者が心無い扱いを受
けることがある。性の多様性について、
自我が形成される小学校からの教育は必
須だが、その親世代の理解も同様に必須
である。 

№40 の具体的な取り組みに基づき、児
童・生徒への教育について、実施に向け
て取り組みを進めてまいります。市民向
けの啓発については、男女共同参画セミ
ナーの中で、LGBT 等について取り上げる
など、性的マイノリティへの理解促進に
取り組んでおります。 

Ｂ 

12 「パートナーシップ制度」について、明
確に記載をお願いします。制度導入に伴
い実施される施策についても言及をお願
いいたします。 
 
       （同様意見他  4 件） 

ご意見を踏まえ、パートナーシップ制度
の導入に向けた取り組みを進めていくこ
とを記載します。具体的な取り組みにつ
いても併せて検討していきます。 

Ａ 

13 市としてのシェルター確保は考えている
か。 

被害者への支援として、安全の確保や自
立に向けての支援等を行ってまいりま
す。 

Ｃ 

14 
 

【市政への男女共同参画について】国の
方針に合わせて、「各種審議会等の女性
委員の割合」の目標を令和 7 年度に
50％、「市役所の管理職員の女性職員の
割合」の目標を令和 7 年度に 30％にそれ
ぞれ引き上げて、施策の率先垂範に努め
る。 

最終的な目標は、男女ほぼ同数と考えて
おりますが、現状値や計画期間において
実現できる可能性を勘案した上で、目標
値を設定しました。引き続き市の審議会
及び市役所管理職の女性の登用を積極的
に行ってまいります。 

Ｃ 

15 
 

№57（新№58）の具体的な取り組みが
「男女」のセット、「男女」の「夫婦」
というものが「家庭」や「家族」の基本
形・単位のように考えられている部分が
あると感じる。多様な「家庭」「家族」
像、「家庭」「家族」理解をもった施策
の方向性を明記し、具体的な取り組みを
目指していただきたい。 

市として多様な家族形態があることを念
頭に、固定的な性別役割分担意識の解消
に向けて、引き続きプランに基づき取り
組みを進めてまいります。 

Ｃ 

16 
 

具体的な取り組み№59～63（新№60～
64） 
雇用の場における環境改善が重要であ
り、事業主への働きかけを積極的にお願
いしたい。県の認定を受けた企業の紹介
のみならず、市内の企業において、女性
が活き活きと働いている職場等を紹介し
たらいかがか。 

ご意見のとおり、「県の認定を受けた」
を削除し、女性が活躍している事業所等
についても紹介するなど検討してまいり
ます。また、プランに基づき、引き続き
事業主への環境改善を働きかけてまいり
ます。 

Ａ 

17 
 

具体的な取り組み№68～73（新№69～
74） 
市の男性職員の育休取得が進んだことは
評価したい。さらに進めるためには、代
替職員を配置するなど、職場環境の整備
が急がれる。ワークライフバランスの推
進は、男女共同参画プランの最重要課題
であり、市内事業所はもとより、市が先
頭に立って進めていただきたい。 

具体的な取り組み№68～73（新№69～
74）で挙げているとおり、引き続き職員
のワーク・ライフ・バランス意識の向上
や、「富士見市特定事業主行動計画」に
基づく意識啓発・環境整備（育休中の職
員が所属する部署に対して、仕事の分担
の見直しや、必要に応じて職員の配置を
検討する等）を進めてまいります。 

Ｂ 
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18 
 

具体的な取り組み№80、82（新№81、
83） 
子育て中の保護者や様々な難しさを抱え
た子どもに対する地域・社会の理解や意
識啓発について具体的な取り組みを検討
いただきたい。行政・教育・福祉関係者
だけではなく、地域・社会全体で子育て
について理解し、支援していくことがで
きる地域・社会づくりの推進に期待す
る。 

子どもに係る個々の計画に基づき、関係
部署との連携のもと、引き続き地域で支
える子育てを推進してまいります。 

Ｃ 

19 
 

№94（新№95）「富士見市市民人材バン
クや富士見市ボランティアセンター等へ
の登録を促進する」とありますが、男女
共同参画の視点をもっての登録の実効性
があるのでしょうか。具体的にどのよう
にする予定か。 

男女ともに地域での活躍の場を設けるこ
とが、男女共同参画の視点から重要であ
ると考え、今後も取り組んでまいりま
す。 Ｂ 

20 【地域における男女共同参画のまちづく
りについて】市民の関心が高い防災・防
犯・安心問題や、環境問題の項目に関し
ては、「男女共同参画を推進・支援す
る」内容を具体的に明示してほしい。現
に推進・支援している事業やモデル事業
などを紹介し、市民からアイデアを募集
する方法も検討する。 

市防災計画を始め、各計画において具体
化されていくものと考えます。あらゆる
分野において、各課連携のもと、男女共
同参画の視点を持って取り組みが行える
よう、今後も推進してまいります。 Ｂ 

21 地域のコミュニティー活動、ボランティ
ア活動をしている団体などに積極的に働
きかけて、官民連携、意見交流の輪を広
げ、地域施策の推進に役立ててほしい。 

ご意見のとおり、市・市民・事業者・教
育に携わる人などあらゆる分野との相互
連携が大切であると考えております。連
携の仕方や交流の場の設定について、研
究してまいります。 

Ｃ 

22 
 
 

【主要課題について】 
「具体的施策」100 項目が提示されている
が、このうち第 4 次から取り組む新規施
策、市の独自施策はどの項目か。また、
長期プランのため、コロナ危機や働き方
改革など想定外の生活環境の変化に対応
するため、中間点検を行い、施策の補
強、到達点の確認を行い、実効性のある
プランに修正するのが望ましい。 

「多様な性・多様な生き方を認める意識
の醸成」を新たな主要課題としておりま
すので、多様な性の理解促進に向けた取
り組みについて「新規」と表示いたしま
す。また、本プランは DV 防止法に基づく
「市 DV 防止基本計画」の位置づけに加
え、新たに女性活躍推進計画に基づく
「市女性活躍推進計画」としても位置づ
けました。 
プランの見直しについては、中間年に当
たる令和 7年度に実施します。 

Ａ 

23 
 

全体的に、啓発、情報提供等々が多い
が、具体的な取り組み方策が見られな
い。困難な事業があると思うが、具体的
にお示しを頂きたい。 

プランの中で「具体的な取り組み」及び
「評価指標」として掲載しております。
また、これらに基づき年次報告書を作成
し、公表しております。今後も目標達成
に向けて、着実に取り組んでまいりま
す。 

Ｂ 

24 
 
 

P5 6 計画の推進体制について。（1）
富士見市男女共同参画社会確立協議会に
ついて、「進捗状況を点検・評価を行
う」となっていますが、その後、年次報
告として公表する必要があると思うの
で、「公表する」と明記してほしい。 

P5 6（1）の男女共同参画社会確立協議
会の「～プランの進捗状況の点検・評価
を行い、年次報告書を作成します。」と
あるのを、「年次報告書を作成します」
を削除し、（2）の富士見市男女共同参画
推進庁内連絡会議の説明に「また、年次
報告書を作成し公表します。」のように
修正いたします。 

Ａ 
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25 
 

P16 3 男女共同参画プラン（第 3 次）
の評価について、「2010 年～2020 年」と
時期を記載してほしい。 

期間が分かるように記載します。 

Ａ 

26 
 

掲載形式の年号と元号の併記について、
すべて統一してほしい。 
P20 令和元（2019）年 
P30  令和元（2019）年 
P35 平成 30（2018）年、令和元（2019）
年 
P36 平成 30（2018）年 
P37 平成 9（1997）年 
   令和元（2019）年 
   平成 28（2016）年 

ご意見のとおり、年号と元号を併記いた
します。 

Ａ 

27 
 

「保育施設の整備・充実」等の施策とし
て「保育士の養成校」、新型変異種ウイ
ルスや災害対応に備えて「看護師、検査
師、保健師、栄養士の養成校」、男女と
もに法律・法規を学べる「司法書士・行
政書士の養成校」、「専修学校」、「職
業訓練校」等について、富士見市への招
致を推進していただきたい。男女共同参
画社会の構築・生涯学習推進・青少年健
全育成に有効であると考える。 

ご意見として、今後の取り組みの参考に
させていただきます。 

Ｃ 

28 
 

「男女」ということについて。 
「男女」の平等、共同という視点では、
LGBT をはじめとする性的マイノリティの
当事者にとっては、そのどちらかの性に
自身のジェンダーをあてはめなければい
けないと感じる枠組みだと考える。プラ
ン及び条例において「ジェンダー平等」
の視点を具体的に取り入れた条文の追
加・改正を検討いただきたい。 

現段階では、国・県も「男女共同参画」
という言葉を使用しており、市としても
性的マイノリティを含めたジェンダー平
等の視点に立ちつつ、男女共同参画の施
策を進めてまいります。条例等について
は、国・県及び他自治体の動向を見つ
つ、今後の検討課題とさせていただきま
す。 

Ｃ 

29 国の第 5 次男女共同参画基本計画が、令
和 2 年度末に閣議決定される以前に、市
計画の策定作業がされたので致し方ない
が、国の計画に SOGI 関連の内容が初めて
盛り込まれたことを受け、市の計画策定
の前提として、第一章の「策定の基本的
視点」にて「SOGI の視点も含まれる」こ
との記載を検討いただきたい。 

「SOGI」に関しましては、本編の基本目
標Ⅱの主要課題及び施策の方向の中に記
載しています。今後も性的指向・性自認
についての啓発を進めてまいります。 

Ｂ 

 


